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IVI実践セミナー（地方版）の目的 

• ＩＴ／ＩｏＴの活用が、特に中小製造業のこれからの
時代のさらなる展開のキーとなっている。こうした
流れに意欲的な中小製造業に対して、ただしいビ
ジョンを示すとともに、具体的に何をやればよいの
か、現実的で実行可能な手順を示す 

•第４次産業革命を、地域の中小製造業が牽引して
いくために、それを支援する公的機関や、地域に
根ざしたＩＴ企業などが一体となって、継続的なネッ
トワークを形成し、相互に知識や技術を高めていく
ための基盤づくりのきっかけとする。 
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期待される成果 

1. IoTに関する関心が高いが、現状の業務のどこ
から何をやればよいのかわからない中小製造業
に対して、具体的な指針とツールの活用方法を
示し、明日からのアクションにつなげます。 

2. 中小製造業の現場力をさらに高めるために、地
域に根差したITサービス企業やコーディネータ等
の外部リソースを活用した持続的で発展性のあ
るエコシステムの第一歩とすることができます。 

3. 地域の中小企業で、ビジネスの変革の中枢とな
るミドルマネージャのネットワークを強化し、支援
機関との連携のなかで、その後のイノベーティブ
な活動の芽（きっかけ）をつくります。 
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セミナーのベース業務シナリオWG 
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IVIのIoT実践手法を 
地方中小企業にも展開する！ 

会場：都内 



業務シナリオWG活動の流れ 
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コンセプト 
 

現状の問題 
解決手段 
目指す姿 

シナリオ 
 

場面 
役者 
活動 

モデル 
 

操作 
情報 
モノ 

データ 
 

属性 
キー 
関係 

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ フェーズ４ 

業務シナリオWG 

個別のプロジェクト 

実装 
 

ロジック 
資産 

ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ 

課題解決シナリオ作成の範囲 

セミナーの対象範囲 



ＩＶＩ実践セミナー（地方版） 

セミナー実施
事業者 

県、市、各地
域産業局 

ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ･
ﾊﾞﾘｭｰﾁｪｰﾝ･
ｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ 

地域の 
中小製造業 

地域の 
ＩｏＴ支援Ｇ 

地域の中小製造業の未来のために！ 
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ＩＶＩ実践セミナー２０１６ 
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2016.10.7-8 
北陸（富山）セミナー 
19社25名参加 

2016.9.2-3 
神戸セミナー 
18社19名参加 

2016.8.5-6 
静岡セミナー 
19社24名 

2016.12.9-10 
佐賀セミナー 
15社18名参加 

７１社８３名 



２０１６年度の実績（７１社８３名） 

静岡セミナー (8/8, 9) 
参加：19社，24名 

 
神戸セミナー (9/2, 3) 
参加：18社，19名 

 
北陸セミナー (10/7, 8) 
参加：19社，25名 

 
佐賀セミナー (12/8, 9) 
参加：15社，18名 

インストラクターおよび支援者は除く 

◆IoTありきではなく、導入前にやること（問題の
明確化など）があるとわかってよかった 

◆限られた時間の中で結果を出せたことに高い
満足感がある（電子部品製造、情報システム部 
課長代理） 
◆As-Is（現状）, To-Be（あるべき姿）の手法が参考
になった 

◆他社の担当者と人的つながりができて良かっ
た（食品加工・販売、社長） 
◆今後IoTを進めるにあたり参考に出来ることが
多々あった（機械部品製造（建設）、生産管理課 
課長） 
◆IoT導入へ進むために自社で先にすべき事項
が明確になった（医薬品の製造・販売、製造部） 
◆他社の方、インストラクター、ITサポーターと情
報共有出来たのは非常によかった 

◆異業種の方の様々な意見は大変参考になった
（精密機器製造、技術部部長） 

◆グループ内に一人インストラクターの方が居て
わかりやすく説明があり良かった 
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日刊工業新聞 ２０１６年４月２６日火曜日２面 
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日刊工業新聞 ２０１６年１２月１４日水曜日２８面 
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日刊工業新聞 ２０１６年１０月１３日木曜日２面 
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日刊工業新聞 
２０１６年９月８日 
木曜日２５面 
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日刊工業新聞 ２０１６年８月８日月曜日２面 



セミナー＆フォローアップの流れ 
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コンセプト 
 

現状の問題 
解決手段 
目指す姿 

シナリオ 
 

場面 
役者 
活動 

フォーカス 
 

操作 
情報 
モノ 

ツール選択 
 

実現性 
範囲 
効果 

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ３ 

セミナー 

フォローアップ 

実験 
 

検証 
使い勝手 
拡張性 

2日間で完成 

地域支援機関が主導 
2016年度は焦点を絞って 
TO-BE像実現までの時間を短縮 

事前に各企業から悩み事を収集 



4地域全体の困りごと要因 

60％強 

現品管理，進捗管理，生産計画の 
課題が上位に 



地域（参加企業）には特色がある 

静岡は製茶食品など 

富山は製薬など 佐賀は小規模プラント 

現品管理 進捗管理 

設備管理 生産計画 

神戸は航空機など 



セミナーの成果（例） 
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困り
ごと 

課題と 
アクショ
ン 

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
へ 

グループ討議 

セミナー終了 セミナー開始 



•静岡版 
• 沼津市（株）ハイタックでフォローアップミーティングを4
回開催 

• 1週間の実証実験を実施 

•神戸版 
• 航空機クラスター内での取り組みを継続 

•北陸版 
• 講演会2回開催 
• 継続的に講演会開催し実証実験につなぐ方向 

•佐賀版 
• 久留米市高木鉄工（株）でフォローアップミーティングを

1回開催 

各地セミナーフォローアップ状況 
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フォローアップのトップランナー 
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実証実験：RFIDを活用した新品工具の在庫管理と棚卸作業の効率化 
たった4日間のフォローアップミーティングで実現 

支援機関の 
積極的サポート 

・タイムリーなMtg設定 
・実験用RFIDリーダ準備 
・実験用RFIDタグ準備 

入出庫処理・棚卸の
ゆるやかな標準 
リファレンスモデル 

連携 

各地域の詳細はこちらにご参加ください． 
明日（3/10）13：30～14：45 
B会場＜企画セッション2＞ 

IVIものづくりネットワーク戦略 
～地域版中小企業のIoTの未来を占う～ 



２０１７年度実施体制 

セミナー実施
事業者 

地域セミナー
事務局 

ＩＶＩ 
事務局 

ＩＶＩ 

インストラク
ター 

ＩｏＴ応援隊 
ITカイゼンマ
イスター 

地域の中小
企業支援Ｇ 

中小製造業
の受講者 

セミナーの構成員（各グループ７～８名×４グループ） 

派遣 推薦 

協力 協力 

２０名 ４名 ４名 

２名（実施責任者 
＋事務担当者） 

地域の 
大企業 

大企業 

オブザー
バー 

１～最大４名 
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プログラムのポイント 
実際の工場のキーパーソンに参加してもらうためあえて土曜日
に開催 

持ち帰ったその手法を工場内で展開、できれば工場間、企業間
に発展させる 

実施事業者は、セミナー終了後も継続的なフォローアップを行う 

事前、事後のホームワークにより受け身でなくギブ＆ギブ型で理
解を深める 

ワークショップ形式で担当者間のネットワーク形成のきっかけづ
くり 

日ごろ東京に出張できない多忙な担当者にＩｏＴの最新トピックを
提供 

本セミナー以外のメニューも組み合わせて、体系的な中小企業
支援を行う 
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全体の流れ 
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現状の課題を明らかにし、
目指す姿を定める 

具体的な業務の場面から
現状のシナリオを描く 

あるべき姿のシナリオと
その実現手段を描く 

ステップ１（１日目午後） 

ステップ２（２日目午前） 

ステップ３（２日目午後） 

１日目 ２日目 

グループに分かれて会社毎に異なる課題を
整理し、つながることで得られる理想的な姿
を議論します。 

現状の業務の実態を場面ごとに役者とその
活動として記述します。モノと情報の流れが
どうなっているかを明らかにします。 

デジタル化によってモノや情報の流れをデー
タに置き換えたあらたな場面を定義します。
また、物理的な配置も検討します。 



実施スケジュール 
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回数 日程 回数 日程 

１ 8月25-26日 ６ 10月6-7日 

２ 9月1-2日 ７ 10月13-14日 

３ 9月8-9日 ８ 10月20-21日 

４ 9月15-16日 ９ 10月27-28日 

５ 9月29-30日 １０ 11月10-11日 

すべて1.5日（金曜の午後から土曜夕方まで） 



実践セミナーの関連イベント 

セミナー第一日目の午前中は、特別講演会、あるい
は工場見学会などの企画を独自に設定することが
可能です。 
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２０１６年度 
の事例 



費用概算 
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内容 費用 備考 

事前打ち合わせ会議費 10万円 ２回程度の出張費等 

セミナー講師派遣料、テキスト代等 90万円 実施後にIVIよりご請求 

会場費、支援機関での事務経費 50万円 1.5日分（50～60名） 

フォローアップ用IoT機器 20万円 ハード、ソフト含む 

フォローアップ会議費用（会議費、人件費） 20万円 0.5日分 

シンポジウムでの報告（報告者の旅費等） 10万円 2018年3月（代表1事例） 

合計（概算） 200万円   

第一日目のセミナー関連イベントおよび 
事後のフォローアップセミナー等の費用は 
含まれていません。 



募集要項送付地域 
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■応募資格 
地域の中小製造業のIoT化のための継続的な

支援が可能であり、以下のいずれかに該当す
る事業者 

１）スマートものづくり応援隊の実施機関（申請
中を含む） 

２）地方版ＩｏＴ推進ラボの認定地域機関（申請
中を含む） 
３）2016年度開催支援組織 



一次募集採択結果 
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■実施機関/団体 地域 
 
 
 
 
 
 

・さいたま市産業創造財団         埼玉県 

・静岡県IoT活用研究会           静岡県 

・（仮称）ｽﾏｰﾄ加賀IoT推進協議会     石川県 

・富山県/北陸経済研究所         富山県 

・ひろしま産業振興機構           広島県 

・大分県産業創造機構           大分県 

二次募集の締め切り 3/10（明日） 
結果通知         3/17 



• インストラクター認定制度の検討開始 
‒ セミナーインストラクター増強 

 

• IoT実証簡易キットの準備 
‒ フォローアップコンテンツ増強 
‒ セミナー高度化への準備 

 

 

• セミナーレベルの設定（初級，中級，上級） 
‒ 初級・・・事前学習ビデオなど 
‒ 中級・・・2016年度のセミナーと同レベル 
‒ 上級・・・IoT実証キットを使った簡易実験など 

• 海外団体との交流 

新たな取組み（検討中） 
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ドイツ・バーデン・ヴュルテンブルグ州へ
地方ネットワーク活動を紹介予定 
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ドイツ国内州のGDP3位 
唯一州でI4.0を推進 
Audiやメルセデスベンツ 
SAPやﾌﾗｳﾝﾌｫｰﾌｧｰ研究所 



ご清聴ありがとう 
ございました 


